
（別紙） 

評価項目 評価基準 採点 

 

ヤングケアラー

支援についての

考え方及び業務

遂行実施体制 

① ヤングケアラー支援の現状や課題等が十分理解され、企画提

案書の内容に反映されているか。 

２１ 

② 業務を遂行するのに十分な組織・人員体制であり、事業を効

率的かつ効果的に実施できるスケジュールか。特に統括コー

ディネーターを配置することで、効果的な事業運営を行う体

制となっているか。 

2６ 

③ 多機関との連携は有効的かつ適切か。 ２３ 

④ 事業者の過去の実績や現在の活動状況などから受託能力はあ

るか。 

２４ 

 

コーディネータ

ーの選定・資質

向上 

① コーディネーターは相談支援等を遂行するうえで、十分な資

格や相談実績、実務経験を有しているか。評価点は、下に定

めるとおりとする。 

 

 

 

 

 

３０ 

② 統括コーディネーターは、十分な資格や相談実績、実務経験

を有しているか【A表】、及び事業全体を統括し、責任を持っ

て執行管理するため、過去に責任者（業務の進捗管理や組織

内外における連絡調整、全体の統括など組織のマネジメン

ト）としての経験を十分に有しているか【B表】。採点方法や

評価点は、下に定めるとおりとする。 

採点方法：A表と B表の評価点の平均とする【（A表の評価点

＋B表の評価点）÷２】 

【Ａ表】 

 

 

 

 

【Ｂ表】 

 

 

 

 

 

３０ 

③ 各事業の実施に当たり、コーディネーターの資質向上の取組 

は具体的かつ効果的か。 

２０ 



 

事業実施のため

の取組内容 

① 【ヤングケアラー・コーディネーター及び統括コーディネー

ターの配置、相談支援、ヤングケアラーを把握した施設等へ

のヒアリングの実施】 

相談窓口は、ヤングケアラーが相談しやすいよう、相談方法 

（SNS等の活用）及び相談時間に工夫がされているか。 

４０ 

 ヤングケアラー本人やその家族からの相談を増やすために、相

談窓口の周知先や周知チラシのデザイン等周知の方法などは工夫

されているか。 

４４ 

ヤングケアラーコーディネーターの配置及び相談支援の内容

は、関係機関・団体と連携し、相談・支援、適切な機関へのつな

ぎを行うに当たり、具体的かつ効果的か。 

４６ 

② 【奈良県 多機関・多職種連携によるヤングケアラー支援マニ

ュアルの内容検討】 

 支援マニュアルの検討にあたって、支援機関の職員が実務にお

いて活用できる内容にするための具体的な知見を有しているか。 

４４ 

③ 【ヤングケアラー支援者および関係機関連携研修会の開催】 

 研修会事業の内容は、福祉、介護、医療、教育等の支援者の養

成・関係機関の連携強化を図るという目的を達成するに当たり、

具体的かつ効果的か。 

４４ 

 

個人情報保護等

情報管理体制 

①個人情報等の管理上の効果的な対策（運用上の仕組みやルール

作り）について記述されているか。 

② 個人情報等の保護に関する従業者への効果的な研修対策（計

画）について記述されているか。 

２１ 

 

経費 

① 委託上限額以下の有効な見積額を評価の対象とする。 

② 見積額による評価点は、下の表に定めるとおりとする。 

 

 

 

 

 

５４ 

総評価点合計（６００点満点） ４６７ 

 


